
 

【様式例・記載例】（法第２８条第１項関係「前事業年度の事業報告書」） 
 
 

○○年度の事業報告書 
 

○○年○○月○○日から○○年○○月○○日まで 
 

 
                                    特定非営利活動法人○○○○ 
 
１ 事業の成果 

・以下の事業を実施した。 

・ホームページの開設のための議論の検討結果は，通常総会において実施の承認が得られた。当該ホームペー

ジは，３月１日から開設している。 

 ・ □□□□□□□□ 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 実施日時 実施場所 
従事者

の人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費 

の金額 

（単位：

千円） 

環境美化を目

的として清掃

を行う事業 

 

・地域の通学路や駅周辺の

清掃を行った。 

５月○○日

及び９月△

△日に行っ

た。 

○○地域の

通学路，△

△駅周辺 

２０人 通学路や駅

を利用する

市民 

不特定多数 

５００ 

活動支援を目

的として助言

を行う事業 

・地域の通学路や駅周辺の

清掃を行う活動の実施を

検討している他の団体を

支援するため，電子メー

ルの利用による助言窓口

を開設した。 

３月１日か

ら随時行っ

た。 

主たる事務

所 

３人 助言を希望

する他の団

体 

１団体 

１１０ 

自然環境の保

護に関する講

演会を開催す

る事業 

・大学，行政，他の特定非

営利活動法人に所属し，

自然環境の保護に関する

研究や実務に携わってい

る方々を招き，講演会を

開催した。 

１月○○日

に 開 催 し

た。 

○○市民セ

ンター 

８人 自然環境の

保護に関心

がある市民 

５０人 

６００ 

 

 

 

 

 

 

前事業年度の自至年月日を記載します 

活動予算書で事業費を事業別に区分している場合に記載し

ます。この場合、各事業の事業費の合計額と，活動計算書

の事業費合計額を一致させます。 

区分していない場合は、任意の記載事項です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 実施日時 実施場所 
従事者

の人数 

事業費 

の金額 

（単位：

千円） 

会員相互の親

睦会の開催 

・会員相互の意見交換のため，親睦会

を開催する。 

年1回（12月） ○○会館 ２０人 １００ 

チャリティー

コンサートの

開催 

・自然環境の保護に関するイベントに

おいて，チャリティーコンサートを開

催する。 

本事業年度

は，実施し

なかった。 

－ － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 
 １ ＮＰＯ法では，法人の事業内容等に関する情報を広く市民に提供するとともに，その事業が適切に運営され

ているかどうかについての市民相互のチェックによる自浄作用を期待して情報公開を規定しています。よって，

この趣旨を十分理解して，一般の方々に公開される資料であることを考慮して作成してください。 

 ２ 必ずしも上記のような枠表形式である必要はなく，例えば事業名毎に各項目を記載する文章形式でも構いま

せん。 

 ３「２ 事業の実施に関する事項」は，(1)には特定非営利活動に係る事業，(2)にはその他の事業について区分を

明らかにして記載します。 

 ４「２(2) その他の事業」には，定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの，当該事業年度にそ

の他の事業を実施しなかった場合，「実施しなかった」と記載します。 

 

 

その他の事業を行う場合のみ記載します。 

特定非営利活動に係る事業の事業内容と，その他の事業

の事業内容とは，相違点を明らかにして記載します。 

記載する場合には、各事業の事業費の合計額と，活動計算

書の事業費合計額を一致させます。 

区分していない場合は、任意の記載事項です。 

 


